
「リハビリテーション・サミット 2015」 開催される 

 

 11月 3日（火）、帝京平成大学冲永記念ホール（東京都豊島区）にて「リハビリテーショ

ン・サミット 2015」が開催されました。本サミットでは、「いきいきと暮らすためのリハ

ビリテーション～地域包括ケアを支えるために～」をテーマに、2つの講演とシンポジウム

が行われました。 

  

講演Ⅰでは厚生労働省老健局長の三浦公嗣氏に「地域包括ケアとリハビリテーションの役

割」について、講演Ⅱでは公立みつぎ総合病院名誉院長・特別顧問の山口昇氏に「今後の地

域包括ケアシステムの構築にリハビリテーションはどのような役割を担い果たしていくの

か」について、ご講演いただきました。  

 

シンポジウムでは、「地域包括ケアシステムにおけるリハビリテーションへの期待」をテ

ーマに、リハビリテーション医学、リハビリテーション看護、セラピスト、リハビリテーシ

ョン病院・施設、学識経験者、それぞれの立場からご発言いただき、「地域包括ケアにおい

てリハビリテーションがどのように貢献すべきか」について意見交換が行われました。 

  

 シンポジウムの終了時には、以下のとおり宣言文が採択されました。 

 各病院・施設におきまして、ぜひ掲示して頂きますようお願い致します。 

 

リハビリテーション・サミット 2015 宣言文はこちら 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宣言文を発表する栗原会長  

（全国リハビリテーション医療関連団体協議会）  

https://drive.google.com/file/d/0B9VwN771r49vOE5iLWdXMDlvZXc/view?usp=sharing


〜 宣⾔⽂ 掲⽰例 〜




